
５月１日
「さいたま市」

誕生

合併協議会

輝
か
し
い
21
世
紀
の
幕
開
け
と
共
に
、
本
年

５
月
１
日
に
は
、
人
口
約
１
０
３
万
人
と
い
う

全
国
で
10
番
目
の
人
口
を
擁
す
る
都
市
と
な
る

「
さ
い
た
ま
市
」
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
の
「
さ
い
た
ま
市
」
誕
生
は
、
こ
れ
ま
で

の
多
く
の
市
町
村
合
併
の
中
で
も
ま
さ
に
歴
史

的
な
大
事
業
で
あ
り
、
埼
玉
県
は
も
と
よ
り
全

国
的
に
み
て
も
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の
で
す
。

現
在
（
本
年
１
月
26
日
現
在
）、
全
国
の
市
町

村
に
お
い
て
は
、
18
地
域
、
62
市
町
村
で
合
併

協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
埼
玉
県
内
を
み

ま
し
て
も
、
昨
年
の
４
月
に
は
「
富
士
見
市
、

上
福
岡
市
、
大
井
町
、
三
芳
町
」
に
よ
る
合
併

協
議
会
が
発
足
し
、
そ
し
て
本
年
４
月
に
は

「
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
」
の
４

市
に
よ
る
合
併
協
議
会
が
発
足
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
地
域
で
合
併
に
向
け
た

動
き
が
あ
り
、
こ
の
度
の
３
市
合
併
が
、
埼
玉

県
内
は
も
と
よ
り
全
国
の
市
町
村
合
併
の
牽
引

役
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
市
町
村
合
併
は
、
今
や
時
代
の
潮

流
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

と
相
ま
っ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
ま
す
。

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
機
関
委
任
事
務
の

廃
止
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
、
都
道
府

県
、
市
町
村
と
い
っ
た
上
下
関
係
が
対
等
の
関

係
と
な
り
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
よ
り
主
体

的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
国
や
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
財
政
構
造
改
革
に
即
応
し
た
地
方
財

政
の
健
全
化
が
図
ら
れ
る
中
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
社
会
生
活
圏
は
、
市
町
村
の

区
域
を
越
え
て
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
お
り
、

市
町
村
の
行
政
、
な
か
で
も
都
市
計
画
や
土
地

利
用
計
画
等
の
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
お
い
て

は
、
よ
り
広
域
的
な
見
地
か
ら
隣
接
の
市
町
村

と
一
体
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
広
域
的
な
行
政
運
営

は
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
そ
の
究
極
の
手
段
と

し
て
の
市
町
村
合
併
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
最
も

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

浦
和
市
、
大
宮
市
、
与
野
市
の
３
市
は
、
首

都
圏
に
隣
接
す
る
核
都
市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

も
住
民
福
祉
の
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

３
市
は
、
将
来
に
わ
た
り
こ
う
し
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
そ

し
て
、
よ
り
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
合
併
に
よ
り
人
口
約
１

０
３
万
人
を
擁
す
る
体
力
の
あ
る
都
市
「
さ
い

た
ま
市
」
を
築
き
、
さ
ら
に
は
２
年
以
内
を
目

標
と
し
た
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
に
よ
り
、

少
子
・
高
齢
化
社
会
、
Ｉ
Ｔ
社
会
等
を
迎
え
る

に
当
っ
て
埼
玉
の
「
顔
」
と
し
て
、
ま
た
関
東

の
中
枢
都
市
と
し
て
高
次
の
行
政
施
策
の
展
開

が
図
れ
る
都
市
へ
と
成
長
し
続
け
る
も
の
と
確

信
を
し
て
お
り
ま
す
。

会長あいさつ　　

浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市

合
併
協
議
会
会
長

石
原
信
雄

平
成
12
年

４
月
29
日
・
第
１
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合
併

協
議
会

「
合
併
の
方
式
」「
合
併
の
期
日
」「
議
員

の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」「
新
市
の
名

称
」「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
」
等
を
議
決

５
月
28
日
・
第
２
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合
併

協
議
会

３
市
事
務
事
業
の
一
元
化
に
関
す
る
協
議

事
項
で
あ
る
「
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

及
び
任
期
の
取
扱
い
」
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
原
案
ど
お
り
議
決

６
月
29
日
・
第
３
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合
併

協
議
会

３
市
事
務
事
業
の
一
元
化
に
関
す
る
協
議

事
項
で
あ
る
「
財
産
の
取
扱
い
」
等
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
原
案
ど
お
り
議
決

７
月
21
日
・
第
４
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合
併

協
議
会

新
市
建
設
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
原
案
ど
お
り
議
決

８
月
８
日
・
第
５
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合
併

協
議
会

新
市
建
設
計
画
に
関
す
る
埼
玉
県
知
事
と

の
正
式
協
議
が
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

新
市
建
設
計
画
を
原
案
ど
お
り
策
定

９
月
５
日
・
第
６
回
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与
野
市
合
併

協
議
会

合
併
協
定
書
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
決
定

合
併
調
印
式
を
開
催

９
月
25
日
・
３
市
市
議
会
に
お
い
て
廃
置
分
合
及
び
関

連
議
案
を
議
決

10
月
10
日
・
３
市
市
長
が
埼
玉
県
知
事
に
廃
置
分
合
の

申
請
を
行
う

12
月
22
日
・
埼
玉
県
議
会
に
お
い
て
「
さ
い
た
ま
市
の

設
置
に
関
す
る
廃
置
分
合
議
案
」
が
賛
成

多
数
で
議
決

平
成
13
年

１
月
12
日
・
埼
玉
県
知
事
が
「
浦
和
市
、
大
宮
市
及
び

与
野
市
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
さ

い
た
ま
市
を
設
置
す
る
」
こ
と
を
決
定

埼
玉
県
知
事
か
ら
総
務
大
臣
に
こ
の
旨
を

届
出

１
月
25
日
・
総
務
大
臣
に
よ
る
３
市
の
廃
置
分
合
の
告

示
が
な
さ
れ
る
（
平
成
13
年
総
務
省
告
示

第
18
号
）

合
併
協
議
会
発
足
か
ら
告
示
ま
で
の
主
な
経
緯

2

「
さ
い
た
ま
市
」
誕
生
〜
関
東
の
中
枢
と
し
て
〜

浦和市・大宮市・与野市は、平成9年12

月からの任意の合併協議会での協議、そ

して昨年4月からの法定の合併協議会で

の協議と、3年以上にわたり合併協議を

重ねてきました。その結果、去る1月12

日の埼玉県知事による廃置分合の決定、

そして同月25日の総務大臣の告示によ

り、浦和市・大宮市・与野市の3市は、

本年5月1日に「さいたま市」として生ま

れ変わることとなりました。

５月１日
「さいたま市」

誕生


